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市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り

住
民
の
福
祉
の
増
進
に
尽
力
を

　
　
　
　
市
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
申
し
入
れ

　

日
本
共
産
党
静
岡
市
議
会
議
員
団
は
４
月
25
日
、
難
波
喬
司

新
市
長
に
市
長
就
任
に
あ
た
り
申
し
入
れ
（
別
記
）
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
難
波
市
長
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
市
長
選
を
戦
っ

た
鈴
木
ち
か
氏
（
共
産
党
公
認
）
も
同
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
内
田
隆
典
市
議
団
長
は
、
田
辺
信
宏
前
市
長
が
憲
法

解
釈
を
曖
昧
に
し
、
清
水
庁
舎
や
桜
ケ
丘
病
院
の
移
転
で
は
住

民
と
の
対
話
を
避
け
続
け
る
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
、
難
波
市
長
に
は
、
憲
法
、
地
方
自
治
法
、
静
岡
市
自
治

基
本
条
例
を
遵
守
し
た
市
政
運
営
を
求
め
ま
し
た
。

各
市
議
か
ら
重
点
項
目
を
強
調

　

続
い
て
、
寺
尾
市
議
は
ハ
コ
モ
ノ
事
業
優
先
の
４
次
総
の
見

直
し
、
学
校
給
食
費
無
償
化
、
年
々
増
え
続
け
る
市
の
非
正
規

職
員
の
正
規
職
員
化
を
求
め
、

市
川
市
議
は
台
風
15
号
に
よ

る
豪
雨
災
害
を
受
け
て
、
災
害

時
の
情
報
の
収
集
と
発
信
の

問
題
や
災
害
発
生
の
原
因
究

明
と
対
策
の
強
化
な
ど
、
具
体

的
な
事
例
も
挙
げ
て
要
請
し

ま
し
た
。
杉
本
市
議
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
第
９
波
も
懸
念
さ
れ

る
も
と
で
医
療
体
制
の
維
持

強
化
、
公
的
支
援
の
継
続
、
清

水
区
の
保
健
所
設
置
（
現
在
は

支
所
）
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

市
長
、
選
挙
中
の
公
約
を
語
ら
ず

　

こ
れ
に
対
し
、
難
波
喬
司
市
長
は
、
「
市
職
員
は
業
務
量
が
多
い
が
、
仕

事
の
仕
方
が
問
題
。
職
員
体
制
で
は
技
術
職
が
足
り
な
い
」
と
問
題
意
識
を

述
べ
ま
し
た
。
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
「
本
来
国
の
制
度
で

や
る
べ
き
で
、
市
が
や
る
に
は
お
金
が
か
か
り
ど
こ
か
を
削
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
必
要
な
と
こ
ろ
に
職
員
を
配
置
で
き
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
」
な
ど
と
述
べ
、
選
挙
中
に
示
し
た
「
部
分
的
に
や
る
」
と
の
考
え
に
は

言
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
豪
雨
災
害
の
点
で
は
、
「
検
証
へ
の
対
応
が
問
題
。

情
報
収
集
能
力
が
な
い
こ
と
が
被
害
を
拡
大
し
た
。
こ
こ
を
し
っ
か
り
や
ら

れ
て
い
れ
ば
、
例
え
ば
車
が
水
に
つ
か
ら
ず
に
済
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
」
と

の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
清
水
区
へ
の
保
健
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

「
保
健
所
も
ハ
コ
モ
ノ
」
で
あ
り
、
で
き
な
い
と
応
じ
ま
し
た
。

「
憲
法
・
平
和
」
は
国
に
申
さ
な
い

　

ま
た
、
市
議
団
が
岸
田
政
権
が
進
め
て
い
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
な
ど

の
戦
争
準
備
は
憲
法
違
反
で
あ
り
、
市
民
の
い
の
ち
を
守
る
立
場
か
ら
国

に
意
見
を
言
う
べ
き
と
迫
っ
た
の
に
対
し
、
「
憲
法
解
釈
が
両
論
あ
る
中
で
、

自
身
の
考
え
は
国
に
言
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

同
席
し
た
鈴
木
ち
か
氏
か
ら
は
、
「
７
人
に
１
人
が
子
ど
も
の
貧
困
と
い

わ
れ
る
中
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
国
に
先
駆
け
て
市
独
自
に
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
改
め
て
提
案
。
難
波
市
長
は
、
子
ど
も
や
教
育
へ
の
支
援
は
将
来

の
投
資
と
の
考
え
を
示
し
つ
つ
、
財
源
問
題
を
理
由
に
無
償
化
に
踏
み
込
む

考
え
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
衛
官
募
集
に
静
岡
市
は
情
報
提
供
し
な
い
で

　

新
日
本
婦
人
の
会
静
岡
支
部
と
清
水
支
部
は
４
月
25
日
、
静
岡
市
に

要
請
行
動
を
行
い
、
日
本
共
産
党
静
岡
市
議
団
も
４
人
全
員
が
同
行
、

当
局
は
総
務
局
総
務
課
長
と
課
長
補
佐
が

対
応
し
ま
し
た
。

　

静
岡
市
は
防
衛
省
か
ら
の
要
請
に
応

え
、
一
昨
年
か
ら
18
歳
に
な
る
す
べ
て
の

市
民
の
住
所
と
氏
名
を
印
刷
し
た
シ
ー
ル

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

黒
田
久
予
静
岡
支
部
長
ら
は
、
国
が
敵

基
地
攻
撃
能
力
を
保
有
し
、
軍
備
増
強
を

進
め
て
い
る
も
と
、
自
衛
隊
員
が
実
際
に

戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
る
危
険
が
増
し
て
い

る
と
指
摘
し
、
子
や
孫
を
持
つ
立
場
か
ら

も
情
報
提
供
を
や
め
る
よ
う
に
訴
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
本
人
の
意
思
で
情
報
の
提

供
拒
否
が
で
き
る
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
み
で
知
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
広
報
や

高
校
を
通
じ
て
保
護
者
に
文
書
で
知
ら
せ

る
な
ど
、
周
知
を
徹
底
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　

市
は
、
「
自
衛
官
募
集
事
務
に
つ
い
て

は
、
自
衛
隊
法
第
97
条
で
市
町
村
の
法
定

受
託
事
務
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
自
衛
隊
法
第
１
２
０
条
で
防
衛
大
臣

は
自
衛
官
の
募
集
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
資
料
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
要
請
さ
れ
れ
ば
協
力

す
る
」
と
し
、
提
供
拒
否
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ
る
こ
と
で
公
平

は
保
た
れ
て
い
る
と
強
弁
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
自
衛
隊
で
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
が
心
配
、
自
衛
隊
が
戦
場

に
行
く
こ
と
を
リ
ア
ル
に
わ
か
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
な
ど
と
訴
え
、

「
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
、
市
の
裁
量
で

提
出
拒
否
す
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
今
一
度
考
え
、
本
人
が

拒
否
で
き
る
こ
と
を
徹
底
し
て
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
要
請
し
ま
し
た
。

　
要
請
項
目

１
．
自
衛
官
募
集
に
静
岡
市
は
情
報
提
供
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
．
提
出
拒
否
の
申
し
出
が
で
き
る
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ

る
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
情
報
を
守
る
観
点
か
ら
す
べ
て
の
高
校

に
保
護
者
向
け
文
書
で
お
知
ら
せ
す
る
か
、
広
報
等
で
広
く
告
知

す
る
な
ど
、
該
当
者
や
保
護
者
に
確
実
に
告
知
す
る
方
法
を
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

　（
別
記
）

申
し
入
れ
項
目

１
．
市
政
運
営
は
、
憲
法
、
地
方
自
治
法
、
静
岡
市
自
治
基
本
条
例
を

遵
守
し
て
行
う
こ
と
。

２
．
静
岡
市
第
４
次
総
合
計
画
（
４
次
総
）
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
ハ

コ
モ
ノ
事
業
優
先
で
な
く
、
防
災
、
福
祉
、
学
校
給
食
費
無
償
化

を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
支
援
な
ど
市
民
生
活
向
上
を
中
心
と
し

た
も
の
に
見
直
す
こ
と
。
と
り
わ
け
、
海
洋
文
化
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
中
止
を
含
め
て
見
直
す
こ
と
。

３
．
昨
年
の
台
風
15
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
あ

げ
る
こ
と
。
ま
た
、「
台
風
15
号
に
係
る
災
害
対
応
検
証
（
最
終
報

告
書
）」
を
新
市
長
の
立
場
で
検
証
し
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
必
要

な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

４
．
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
第
５
類
へ
の
引
き
下
げ
以
降
も
、
感

染
対
策
や
検
査
・
治
療
へ
の
公
的
支
援
を
維
持
し
、
市
民
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
施
策
の
強
化
・
拡
充
を
図
る
こ
と
。

５
．
２
０
２
２
年
11
月
25
日
に
提
出
し
た
「
２
０
２
３
年
度
予
算
編
成

と
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
」（
別
冊
）
の
内
容
を
実
現

す
る
こ
と
。
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４
月
臨
時
議
会
が
４
月
27
日
、
５
月
臨
時
議
会
が
５
月
19
日
、
い
ず
れ
も

１
日
の
み
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

◇
◆
◇
◆
◇

【
４
月
臨
時
議
会
】

　

４
月
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
が
７
億
２
７
８
０
万
円
余
の
増
額
で
、
歳

入
は
す
べ
て
国
庫
補
助
金
で
す
。

　

内
容
は
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
で
、
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
に
対
象
児
童
１
人
に
対
し
５
万
円
支
給
す
る
も
の
で
す
。
厚
生

委
員
会
（
市
川
正
議
員
所
属
）
で
の
審
議
を
経
て
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
申
請
不
要
で
５

月
31
日
に
は
支
給
、
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
方
や
家
計
急
変
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
と

同
等
の
収
入
に
減
っ
た
人
は
申
請
が
必
要
で
す
（
申
請
期
間
６
月
１
日
～

２
０
２
４
年
２
月
29
日
）
。

　

そ
の
ほ
か
、
静
岡
市
固
定
資
産
評
価
員
や
静
岡
市
監
査
委
員
の
選
任
、
専

決
処
分
の
承
認
、
静
岡
市
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
や
指
定
障
害
児
入
所
施

設
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
全
会

一
致
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
臨
時
会
で
は
、
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
、
議
会

運
営
委
員
の
選
任
、
共
立
蒲
原
総
合
病
院
組
合
議
会
議
員
の
議
長
に
よ
る
指

名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
５
月
臨
時
議
会
】

　

５
月
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
が
36
億
４
０
０
０
万
円
余
の
増
額
で
、
財

源
は
す
べ
て
国
か
ら
の
特
定
財
源
で
あ
る
臨
時
交
付
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
生
活
者
支

援
と
し
て
、
①
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
（
24
億
９
５
０
０
万
円
）
…
住
民
税

非
課
税
世
帯
と
家
計
急
変
世
帯
に
１
世
帯
当
り
３
万
円
支
給
、
②
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
（
２
億
６
５
９
０
万
円
）
…
市
立
の
小
中
学
校
と
こ
ど
も
園
の

給
食
費
負
担
軽
減
事
業
と
し
て
、
高
騰
分
を
補
填
し
給
食
費
の
値
上
げ
を
し

な
い
、
③
消
費
活
動
の
維
持
へ
の
支
援
（
８
億
８
０
０
０
万
円
）
…
買
い
物

の
モ
バ
イ
ル
決
済
で
10
％
還
元
、
商
店
街
団
体
等
で

の
買
い
物
で
10
～
20
％
の
買
い
物
ク
ー
ポ
ン
発
行

　

厚
生
委
員
会
、
市
民
環
境
教
育
委
員
会
、
観
光
文

化
経
済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員
会
、
本
会
議
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

杉本まもる議員
都市建設委員会
中山間地調査特別委員会
清掃対策審議会
　2023年度は難波新市政のスタートの年であり、さらに田辺
市政のもとでつくられた8年間の第4次総合計画の始まりの年
でもあります。共産党公認で市長選挙を戦った鈴木ちか氏の公
約である、ハコモノ中心の4次総の見直しや学校給食費の無償
化、高齢難聴者の補聴器購入費補助制度などを実現するため、
市民運動と力を合わせ全力で取り組みます。
　また、今年度配属となった都市建設委員会は、公共交通、住
宅政策、道路整備など身近な問題が山積です。暮らしやすい静
岡市を目指し、論戦に挑みます。

内田りゅうすけ議員
総務委員会（副委員長）
まちづくり拠点調査特別委員会
（副委員長）
　今年度も総務委員会所属となりました。総務委員会では、危
機管理、総務（人事・職員の健康管理・区役所の業務）企画（ア
セットマネジメント・アリーナ・移住事業推進）財政・税務など
の事業を主に審査します。今年度は、第4次総合計画の初年度
です。清水地域での海洋文化施設（水族館）、サッカー場、ア
リーナ等大型ハコモノ建設が予定されています。しかし、市当
局による今後の財政見通しでも毎年70億円前後の財源不足が
指摘されています。無駄な大型ハコモノ事業推進でなく、暮ら
しと福祉の充実を目指し、今年度も頑張る決意です。

2023年度 常任委員会・特別委員会等の所属が決定しました

市川　正議員
厚生委員会
デジタル社会推進特別委員会
競輪運営協議会
　今年度は厚生委員会に所属となりました。燃料や食料品をは
じめ、全ての物価が高騰し市民の暮らしを直撃しています。ま
た、コロナ感染症はインフルエンザ並みの５類に引き下げられ
ました。医療、子育て、社会保障などの分野で市民の暮らしに
直結する厚生委員会での審議は、市民の暮らし応援の最前線
でもあり、責任の大きさを感じています。
　今年度は国保運営協議会に共産党議員団から委員を出すこと
ができませんでした。高すぎる国保料の引き下げ、保険証のマ
イナンバー化や社会保障の充実など課題は山積しています。全
力で頑張ります。

寺尾　昭議員
市民環境教育委員会
議会運営委員会
総合交通政策特別委員会
　5類へ移行のコロナ感染症、収束の見えないウクライナ情勢、
市民生活を脅かす物価の高騰、市民の不安感が収まる気配は
見えません。この思いや願いに応えるのが市政の役割でなけれ
ばなりません。自治会や生涯学習センターなど市民生活に直接
関わりのある市民局、地球温暖化や南アルプスの環境保全、ご
み問題などを取り扱う環境局、健やかな子供たちの成長を育む
とともにいじめ克服や障害児教育に取り組む教育局の三局を束
ねる市民環境教育委員会に属することになりました。
　働く職員の健康を守り、市民の皆さんの願いに応えられるよ
う本年度も精いっぱい頑張ります。


